
安井鍼灸整骨院 NEWS VOL.１４(１１月)  

こんにちは。今回は、インフルエンザについてです。インフルエンザは、インフルエンザウイルスによって引き

起こされる呼吸器感染症。風邪に比べて症状が重く、乳幼児や高齢者では重症化することもあります。 

「インフルエンザ」と「新型インフルエンザ」はどう違うの？ 

「インフルエンザ」とは、インフルエンザウイルスが体内で増えて、熱やのどの痛みなどの症状を引き起こす感

染症です。ほとんどの方は、一度かかるとその原因となったウイルスに対して抵抗する力が高まります。そのた

め、従来から流行している季節性インフルエンザに対しては、多くの人が免疫を持っています。 ところが「新型

インフルエンザ」は、その前年までは一度も流行したことがないもので、新しいウイルスが原因、もしくは従来

のウイルスの遺伝子が突然変異することによって発生。季節性インフルエンザと大きく構造が異なるために、多

くの人が免疫を持っていないために、容易に感染が拡大して、多くの人の健康や経済に大きな影響を与えること

になります。  

どんな症状？ 

風邪と間違われやすいインフルエンザですが、風邪に比べて高熱が出て、のどの痛みだけでなく、関節痛や筋肉

痛を伴います。さらに風邪の場合ゆっくり症状が出てくるのに対して、インフルエンザは急激に症状が出てきま

す。症状が出る部位も局所的ではなく、全身に倦怠感が現れるのも特徴です。 潜伏期間は 1～4 日（平均 2 日）

で多くの場合 1 週間程度で治りますが、乳幼児や高齢者、基礎疾患を持つ方の中には、肺炎を併発したり、基礎

疾患の悪化を招く場合があります。 

 

かかってしまった時の対処法 

インフルエンザと疑われるときは、安易に風邪と判断せずに早めに医療機関を受診し、治療を受けましょう。発

症後 48 時間以内に抗ウイルス薬の服用・吸引をすれば、症状が軽減され、早く治ることが期待できます。（対象

は 1 歳以上）早めに治療することは自分の身体を守るだけではなく、ほかの人にインフルエンザをうつさないと

いう意味でも重要です。また、一般的には以下のような対処法があります。 

.•安静にして休養を取る。特に睡眠が重要 

•部屋の温度や湿度を適切に保つ。（気温 18～20℃、湿度 50～60％程度） 

•水分を十分に補給する。（お茶、ジュース、スープ類など） 



感染を拡大させないため、対策しましょう ★感染経路をキチンと把握しましょう 

インフルエンザは、インフルエンザに感染している人の咳やくしゃみ、会話の時に空気中に拡散されたウイルス

を、鼻腔や気管など気道に吸入することで感染します。 感染の多くは、この「飛沫感染」によると考えられ、ド

アノブなどの環境表面についたウイルスへの接触により、鼻や口などの粘膜や傷口などを通して感染する「接触

感染」も成立します。 

予防接種について 

ワクチンを接種したからといって 100％かからないということはありませんが、発症や重症化を防ぐためにも流

行前にワクチン接種することは大切です。ただし、接種してからワクチンの効果が出るまで 2 週間ほどかかりま

す。また通常の流行期は１～2 月ですので、接種時期は 12 月上旬までが望ましいとされています。毎年流行シー

ズン前に接種しましょう。効果はおよそ 5 ヶ月のため、流行期をカバーできます。 

 

インフルエンザ予防に役立つツボ「大椎（だいつい）」 

身体の防衛機能であるこの陽気をコントロールしているとされるツボを「大椎（だいつい）」と言います。これは

手足を流れる陽気がこの大椎で全て交わると考えられているからです。大椎は第七頚椎と第一胸椎の棘突起の間

にあります。首を前に傾けた時に首の付け根に飛び出る椎骨、それが第七頚椎棘突起でありその真下のくぼみに

大椎が存在しています。 

 
安井鍼灸整骨院 ０７８－９９５―９４６１ 新患の方は、来院前に予約の御協力をお願いします。 

9：00～12：00 16：00～21：00(月～金) ８：３０～13：00 16：00～20：00(土) 

駐車場正面に２台 キッズスペースあり 夜２０：３０まで受付 詳しくは HP をご覧ください。 

兵庫県明石市大久保町大窪１９２１番地の１クレージュ山手１０１号(カラオケまねきねこ横) 


